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～あらすじ～

クジトラマン（日本名：久地寅男（くじとらお））西暦１９７８年生まれ。地球年齢３３歳、独身。
彼は１８歳までＭ第５１星雲ウルトラ高等訓練学校で怪獣壊滅のため訓練を受けていた。
しかし、１９９６年地球連邦軍から「怪獣・怪人などの敵は壊滅した」との一報が入り
ウルトラ 族そのものの存在意義がなくなるウルトラ一族そのものの存在意義がなくなる。
Ｍ第５１星雲教育委員会はウルトラ訓練学校（小学校～大学まで含む）の解散を決定した。
Ｍ第５１星雲ウルトラ大学の進学を目指していたクジトラマンは進学先に困窮した。
就職も考えたがＭ第５１星雲のほとんどの企業が大卒が条件となっており、自分の
将来をもはや地球へ委ねざるを得ない状況であった。
将来への不安を抱える若者たちが急増し「将来未決難民」と呼ばれる時代であった。

クジトラマンは将来未決難民支援金制度を利用し 上球（日本では上京という）しクジトラマンは将来未決難民支援金制度を利用し、上球（日本では上京という）し、
住まいは神奈川県川崎市高津区久地を選んだ。
そして１年間の浪人生活を経て、学習院大学経済部へ進学した。
２００１年の大学卒業後、富士通株式会社への入社を機に日本の永住権を獲得し
久地寅男（くじとらお）を名乗るようになる。

あれから１０年の月日を経て
現在に至る２０１１年も富士通株式会社川崎営業所営業第１課量販店グループ現在に至る２０１１年も富士通株式会社川崎営業所営業第１課量販店グループ
で彼は働いている。

そして久地に住んでいる。

人との触れ合いの中で、クジトラマンも笑い、涙する。

この物語は「異星人と人類との共存・共生」を描いた叙事詩である。この物語は「異星人と人類との共存 共生」を描いた叙事詩である。

※西暦１９９６年クジトラマンと同じ境遇の同世代が多数おり、「将来未決難民」という言葉が流行した。
現在は怪獣がいなくなったことを受けてＭ第５１星雲の憲法、法律、教育制度、社会制度など根本から改正され、
地球とほぼ変わらない日常生活をウルトラ一族は送っている。
なお、２０１１年現在、地球との宇宙貿易条約が締結され地球との交流活動が盛んになることが予想される。
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